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地方創生関係交付金の概要

地方創生推進交付金

地方創生推進交付金

出典：まち・ひと・しごと創生本部ホームページ

基本目標①

基本目標④

基本目標②（交付金事業なし）

基本目標③（交付金事業なし）

○花巻市における地方創生関係交付金の活用状況（令和2年度まで）

地方創生拠点整備交付
金

※実線部：整備期間
波線部：効果検証期間

いわてワインヒルズ推進事業

エリアリノベーション事業

賃貸工場整備事業

童話村ステージ整備（R4.3.31まで）

東和B&Gセンター整備事業（R4.3.31ま

スモールビジネス推進事業

広域観光推進事業

サービス業生産性向上事業

道の駅石鳥谷整備事業R7.3.31ま
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１．指標値に対する実績値の算出方法

　　達成率（％）　＝　実績値　÷　目標値　×　１００

　　　　※小数点第一位を四捨五入願います。

２．達成率の判定区分

　　　ａ・・.100％以上　　ｂ・・90％以上100％未満　　ｃ・・90％未満

３．達成度の判定

　　【Ａ　達成できた】・・ＫＰＩの達成率がすべて「ａ」

　　【Ｂ　概ね達成できた】・・ＫＰＩの達成率の半数以上が「ａ」か「ｂ」

　　【Ｃ　やや達成できなかった】・・ＫＰＩの達成率の半数未満が「ａ」か「ｂ」

　　【Ｄ　達成できなかった】・・ＫＰＩの達成率のすべてが「ｃ」

花巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI)の
達成度評価基準
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資料２　地方創生推進交付金対象事業実績報告書（令和２年度）

指標値 目標値 単位 目標年月

指標①
リノベーション事業
による新規雇用者
（または起業者）

0 6 人 R3.3.31 6 100% a

リノベーション事業により、障がい
者グループホー「ひとしずく」とシェ
アスペース「カゲツドアーズ」が開
業し雇用者が生まれた。
・カゲツドアーズ1名
・ひとしずく（仲町）　5名

指標②
遊休不動産のまち
づくり活用件数

0 2 件 R3.3.31 2 100% a

リノベーションスクール、リノベー
ション構想策定委員による遊休不
動産のリノベーションが実施され
た。
・吹張町：カゲツドアーズ
・仲町：ひとしずく

指標③
リノベーション事業
による新たな店子
（事業者）数

0 2 件 R3.3.31 2 100% a

リノベーションスクール関連のリノ
ベーション事業がスタートし、市内
遊休不動産を使用し、設計事務か
ら新業態が開設された。
・シェアスペース：カゲツドアーズ
・障がい者グループホーム：ひとし
ずく

指標①
県産ワインの製成
数量

0 - 件 R3.3.31 - - -

（県の指標であるため評価せず）
→市町村別のワイン製造量は把
握不可（国税庁データは県単位で
の数値）

指標②
県内新設ワイナ
リー数

0 - 件 R3.3.31 - - -
（県の指標であるため評価せず）
※参考：花巻市内：1件

指標③

指標④

指標① （県の指標であるため評価せず）

指標② （県の指標であるため評価せず）

指標③
花巻市のぶどう栽
培面積

0 3.3 ha R3.3.31 2 55% c

（未達成要因）
栽培規模拡大を計画する農業者
において、農地を新規に取得する
予定であったが、垣根施設の新設
に要する費用が計画より過大とな
り、自己資金の不足が生じたこと
から規模拡大を断念したため、目
標を下回った。

指標④
花巻市の新規ぶ
どう栽培就農者数

0 2 人 R3.3.31 2 100% a

新農業人フェアに参加し、大迫の
新規ぶどう栽培者の募集について
広くＰＲ活動を行うとともに、ぶどう
に興味のある方を対象として葡萄
が丘農業研究所が開講した「ぶど
う塾」の塾生に対し実技や座学の
指導を行ったことにより、新規のぶ
どう栽培希望者が増加した。その
希望者に対し関係機関で組織する
就農支援コーディネーターにより、
就農までに必要な農地の斡旋や
定住支援を行ったことにより、目標
を達成した。

⑦R2
実績値

達成率
(自動
入力）

判定
（自動
入力）

⑧達成度 ⑨実績値の達成・未達成要因 ⑩事業の評価

13,151,000

10,232,000 a

（成果）
・リノベーションスクールの実施やリノベーション構想
策定を通じて、まちづくりに意欲的な参加者による遊
休不動産を活用したリノベ案件が事業化に至り、成
果となっている。

（今後の課題）
・遊休不動産は多数あるものの、物件の状態やオー
ナーの理解などの課題がある。また、スクールは令
和元年度で実施終了しているが、引き続きまちなか
での起業希望者の呼び込みが必要である。

（課題解決に必要な取り組み）
・オーナー訪問による理解促進
・空き店舗の見学会の実施
･家守会社やリノベーション実施事業者との情報共有
など。

（成果）
ワイナリー事業者及び醸造志向者を対象としたマー
ケティング戦略を学ぶセミナーの実施及び日本ワイ
ンの最新事情等を学ぶセミナーを開催し、ワイナリー
建設に向けた知識を学ぶ機会等提供できた。また、
コロナ禍においてイベント実施等激減した中、既存ワ
イナリーの経営安定を支援するため、WEBを活用し
て効率的に首都圏等に花巻ワインをPR及び販路開
拓へとつながるよう支援した。既存ワイナリーの事業
拡大につながる設備導入費用、販路開拓に要する経
費及び新規ワイナリーの建設にかかる費用の補助金
を交付した。

（今後の課題）
コロナ禍において、イベント等のリアル開催が出来て
いないことから、商談等への結びつけが十分に行わ
れているとは言い切れない。

（課題解決に必要な取り組み）
コロナ禍の状況を踏まえながら、ワインプロモーショ
ンの機会を引き続き創出していく。

④令和2年度事業実績

いわてワインヒルズ推進事業
（岩手県、定住推進課、大迫総合支
所地域振興課）

推進2-1

1 推進 エリアリノベーション事業
（都市政策課）

（背景）リノベーションまちづくりの手法、リノベーション手法を
用いた事業開発や遊休不動産活用に係る多様な課題につい
て、地域内の関係事業者や専門家の間で十分に認識されて
いない状況である。

（事業の目的）
 増え続ける空き家等を効果的に活用しながら民間の投資サ
イクル誘発を期待できるリノベーションまちづくり手法により、
花巻市が直面している課題解決のため、さらなる民間投資、
事業開発の動きを波及させる。

（事業概要）遊休不動産と公共空間の効果的な活用を促進す
るエリアリノベーション事業

（具体的な取組）
まちなかのリノべーションビジネスを連鎖的に発生させるた
め、公共空間の高度活用について民間活力によって事業化
し、両者に相乗効果をもたらす公民連携事業を生み出し、リノ
ベまちづくり構想としてプロジェクト化する。

(背景）
・「日本ワイン」の原料となる国産ぶどうの確保に向けた動き
が大手を中心に活発化している。
・県内においてＵ・Iターン者によるワイナリーの新規開業が増
加する見込みである。

（事業の目的）
　平成28年に構造改革特区「花巻クラフトワイン・シードル特
区」の認定を受け、農業者等による果実酒製造への新規参入
や果実の高付加価値化、市外からの移住を含めた新たな担
い手の確保が期待されており、その受け入れ態勢を整備する
とともに、ワイン産地としての認知度を高め、交流人口の拡大
を目指す。

(事業概要）ぶどう農家の生産意欲の向上や、新規就農を含
めた担い手の確保、ワイナリー新規参入者の発掘・人材の確
保・事業化までの支援等を通じて、醸造用ぶどうの一層の生
産拡大を進めるとともに、地域が一体となった特色ある高品質
なワインを生み出す取組を推進し、ワイン産業を核とした、中
山間地域等の活性化を図る。
　また、花巻地域と周辺市町村の観光や食などの地域資源と
併せて、県産ワインの魅力を県内外にＰＲすることで、ワイン
産地としての認定度向上を図る。

(具体的な取組）
・醸造技術習得支援事業補助金の交付
・各種セミナーの開催
・ワイナリー整備等事業補助金の交付
・花巻ワインプロモーションイベントの開催
・「ワインツーリズムいわて」の実施

花巻市リノベーションまちづくり構想策定委員会
を計4回開催し、令和3年3月に民間委員にる花
巻市の将来的なまちづくりのビジョンをとりまと
めた「花巻リノベーションまちづくり構想」が策定
され、リノベーションブックが完成した。

定住推進課

・ワイン・シードル醸造志向者に対する支援
①醸造技術習得支援事業補助金　延べ1名研
修
②各種セミナー2回開催　延べ17名参加
③ワイナリー整備等事業補助金
　　新規ワイナリー　1件
　　商品開発・委託醸造　1件
　　醸造設備導入　3件
　　販路開拓　3件
・花巻ワイン飲食店活用プロモーション企画
①BtoBプラットフォーム商談の利用、掲載数、
花巻４ワイナリー。
②Web展示会（2/24～2/26）の実施。開催数延
べ８回。
③花巻ワインフェア（3/8～3/31）の実施。都内9
店舗で実施。

2-2 推進
いわてワインヒルズ推進事業
（岩手県、定住推進課、大迫総合支
所地域振興課）

(背景）
・「日本ワイン」の原料となる国産ぶどうの確保に向けた動き
が大手を中心に活発化している。
・県内においてＵ・Iターン者によるワイナリーの新規開業が増
加する見込みである。

（事業の目的）
　平成28年に構造改革特区「花巻クラフトワイン・シードル特
区」の認定を受け、農業者等による果実酒製造への新規参入
や果実の高付加価値化、市外からの移住を含めた新たな担
い手の確保が期待されており、その受け入れ態勢を整備する
とともに、ワイン産地としての認知度を高め、交流人口の拡大
を目指す。

(事業概要）ぶどう農家の生産意欲の向上や、新規就農を含
めた担い手の確保、ワイナリー新規参入者の発掘・人材の確
保・事業化までの支援等を通じて、醸造用ぶどうの一層の生
産拡大を進めるとともに、地域が一体となった特色ある高品質
なワインを生み出す取組を推進し、ワイン産業を核とした、中
山間地域等の活性化を図る。
　また、花巻地域と周辺市町村の観光や食などの地域資源と
併せて、県産ワインの魅力を県内外にＰＲすることで、ワイン
産地としての認定度向上を図る。

（具体的な取組）
・新農業人フェアへの参加（大迫の新規ぶどう栽培者の募集
に関するＰＲ活動）
・葡萄が丘農業研究所が開講しているぶどうに興味のある方
を対象とした「ぶどう塾」の塾生への実技や座学の指導
・関係機関で組織する就農支援コーディネーターによる就農ま
でに必要な農地の斡旋や定住支援

大迫総合支所
地域振興課

№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

担当課

都市政策課

⑤令和2年度
事業費実績（円）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

12,967,675

◆担い手育成支援事業
①新規就農者に対する技術指導等を行う就
　農者技術指導員の配置　１名  2,148,584円
②大迫ぶどう産業振興協議会への補助
　1,270,000円
③老朽化した醸造用ぶどう垣根施設等の小
　規模改修補助　8,460,091円
④ぶどう園地における作業の省力化等を図る
　ため、ロボット草刈機を2台購入　1,089,000円

（成果）
・ぶどう栽培面積の増加は目標に届かなかったが、
着実に増加してきている。新設に要する初期投資費
用について補助事業を行ったことにより、ぶどう農家
の負担軽減に繋がった。
・2名が新たなぶどう栽培就農者となった。
・ロボット草刈機を導入したことにより、ぶどう栽培の
省力化に繋がった。

（今後の課題）
・栽培面積の維持とぶどう栽培の省力化。

（課題解決に必要な取り組み）
・就農支援コーディネーターが農地情報を詳細に把
握し、新規ぶどう栽培希望者に対する農地の斡旋を
スムーズに行う。
・高齢化等によりぶどう栽培の継続が困難な園地を
廃園させることなく、新規ぶどう栽培希望者等に継承
するなどし、既存園地を減少させないよう、今後も引
き続きワイン産業を核とした中山間地域等の活性化
を図る。
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資料２　地方創生推進交付金対象事業実績報告書（令和２年度）

指標値 目標値 単位 目標年月

⑦R2
実績値

達成率
(自動
入力）

判定
（自動
入力）

⑧達成度 ⑨実績値の達成・未達成要因 ⑩事業の評価④令和2年度事業実績№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

担当課
⑤令和2年度

事業費実績（円）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

指標①
市内製造業の粗
付加価値額（百万
円）

77,207 100,367 百万円 R3.3.31 88,723 88% c

食料品製造業における原材料使
用額の増加や、飲料・たばこ・飼料
製造業における製造品出荷額の
減少が多くの産業分類で同時に起
こり、業務用機械製造業等におけ
る粗付加価値額の上昇を超えて
減少したため。

指標②
新規事業雇用者
数（人）

0 20 人 R3.3.31 0 0% c

賃貸工場の入居により実施する研
究が「工程改善及び作業の効率
化」であり、それらを図ることで生
み出される新規事業及び新規雇
用までには至らなかったため。

指標③
新商品開発、新事
業進出件数（件）

0 1 件 R3.3.31 0 0% c

賃貸工場入居時の研究テーマが
「工程改善及び作業の効率化」で
あり、それらを図ることで生み出さ
れる新商品開発や新事業進出に
直結する研究内容までには至らな
かったため。

指標①
観光客入込数
（万人）

217.7 220.8 万人 R4.3.31 108.8 49% c
新型コロナウイルス感染症拡大の
ため、県外からの観光客の入込が
減少した。

指標②
東和B＆G海洋セ
ンター利用者数
（人）

8,800 9,700 人 R4.3.31 3,664 38% c

新型コロナウイルス感染症拡大の
ため、4月～5月までは市民、市内
団体のみ利用の制限（一部例外あ
り）、6月～11月2０日まで県内在住
者のみの利用の制限（一部例外あ
り）、１１月21日～11月30日まで市
民、市内団体のみの利用制限とな
り、利用者は減少した。

指標③
施設利用収入
（千円）

400 580 千円 R4.3.31 211 36% c
新型コロナウイルス感染症拡大の
ため、施設利用に制限があったた
め、収入額が減少した。

指標①
イーハトーブフェス
ティバル来場者数
（人/日）

2,100 2,400 　人/日 R4.3.31 0 0% c

新型コロナウイルス感染症の影響
により、イーハトーブフェスティバ
ルの中止を余儀なくされたことによ
る。

指標②
観光客入込数
（万人）

222 222.3 万人 R4.3.31 108.8 49% c

R1観光客入込数211.8万人と比較
して48.6％もの減少であり、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を大き
く受けたものと思われる。
なお、宮沢賢治童話村の入場者
数も前年度より48.1％減少してお
り、観光客入込数と同様の傾向が
見られた。

（成果）
新型コロナウイルス感染拡大による影響はあった
が、屋外での練習、宿泊施設の協力を得て、ボート
日本代表の強化合宿を実施できた。本事業によるオ
リンピックを契機とした施設整備による効果であるとと
らえる。

（今後の課題）
ボート競技会場として高い評価得ていることから、
ボート場としての機能をさらに高めるとともにウォー
タースポーツの拠点として、周知を図りながら、にぎ
わいの創出が課題である。

（課題解決に必要な取り組み）
・新型コロナウイルス感染症終息後の施設活用につ
いて、市内外に広く周知するとともに、カヌー、ボート
等のウォータースポーツ体験教室等を実施する。
・ボート競技場として高い評価を得ていることを最大
限活用し、大規模大会の誘致や合宿地として、日本
代表、大学、社会人チームの誘致を図る。

D

賢治まちづくり
課

H29.11　事業開始
H30.3　　事業完了

野外ステージの概要
所　　　在　宮沢賢治童話村
　　　　　　　（花巻市高松第26地割地内）
構      造　鉄骨造
　　　　　　  新設鉄骨柱４本、アルミたて樋付
屋      根　アーチ型
　　　　　　  長尺ガルバリウムカラー鉄板葺き
軒      裏　ステンレス加工張（1.5ｍｍ）
軒      高　７．４ｍ（建物最高点９．３ｍ）
延床面積　９８㎡
床  材 質　木材（キシラデコール塗り仕上げ）

（成果）
新型コロナウイルス感染症による公共施設の利用制
限や、他地域からの移動制限等の外的要因によって
事業自体を中止しており、評価ができない。

（今後の課題）
改修した野外ステージを有効に活用できるよう、感染
症が縮小した際の活用方法を定める必要がある。

（課題解決に必要な取り組み）
新型コロナウイルス感染症の影響が続いているもの
の、可能な範囲で宮沢賢治に関する啓発や情報発
信を行いつつ、

商工労政課

スポーツ振興課

C

（成果）
　本事業により整備した賃貸工場には、令和元年度
に板金加工を営む市内製造業者が入居し、今後の
事業規模拡大に向けた作業工程の改善や効率化に
取り組んでいる。
　
（今後の方向性）
　入居企業においては、現在の社屋が手狭だが、社
屋の増築や夜間の稼働が難しい立地であり、受注可
能な案件が限られるため、用地取得や工場希望の拡
大について、検討を要する状況にある。
　そのため、賃貸工場を活用し、作業工程の見直し
や作業効率化の研究を進めつつ、現在の社屋と賃
貸工場の２か所の稼働により対応可能な案件の受注
することで、この稼働体制下における業績を見なが
ら、今後の展開を検討する状況にある。
　計画年度内において、賃貸工場入居企業による新
商品開発や新事業進出及び新規雇用者の増加には
至らなかったものの、賃貸工場を活用し、今後の事
業展開の方針を固めることにより、新たな加工技術
の開発や新事業への参入が進む可能性があること
から、入居企業が必要とする支援を行う。

(H29施設整備済）
軽量鉄骨造平屋610.42㎡の工場１棟を建設（J
棟）
事業費：20,109,893円

H29.5　事業開始
H30.3　事業完了

○用途変更確認申請・艇庫改修
　・工事設計業務委託料　　　　　   2,592,000円
　・艇庫改修工事管理業務委託料　 864,000円
　・電気工事　　　　　　　　　　　　  11,181,240円
　・機械工事　　　　　　　　　　　  　24,518,160円
　・建設工事　　　　　　　　　　　　  34,784,640円

5 拠点整備
イーハトーブの四季を彩る「宮沢賢
治童話村野外ステージ」整備事業
（賢治まちづくり課）

（背景）
・宮沢賢治童話村の施設の一部である「野外ステージ」は
6,000㎡の芝生広場に面し、周りを森林に囲まれ自然を体感で
きる場所であり、宮沢賢治関連イベントをはじめとする各種イ
ベントで利用されている。
・大規模イベント開催時には、仮設ステージの設置が必須とな
り、開催経費が増大するため、開催地として選択されにくい。

（事業の目的）
　野外ステージを改修することで、荒天時の緊急退避場所とし
ての活用が可能となるほか、屋根への音響設備の設置や大
型スクリーンの設置が可能となり、近隣市町村と連携した郷土
芸能公演による地域文化の発信や、今後国内外で開催される
大規模スポーツ大会等のパブリックビューイングの実施など、
宮沢賢治だけではない多様な大規模イベント開催スペースと
して活用しようとするものである。

（事業概要）野外ステージの改修

（具体的な取組：H29に事業完了）
野外ステージを、荒天時の緊急退避場所として活用したり、屋
根への音響設備の設置、大型スクリーンの設置が可能となる
ように改修する。
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3 拠点整備
新しい人の流れをつくる拠点賃貸工
場整備事業
（商工労政課）

起業化支援センターや岩手大学生産技術研究センター（花巻
サテライト）と連携しながら、市内企業及び誘致企業が新事業
進出、海外進出への支援や新商品開発による付加価値増進
など、海外の低価格製品に負けないよ企業競争力を維持しな
がら、マーケティング支援による販路拡大など、企業の稼ぐ力
を高めながら、新規事業展開するため、開発スペースや緊急
増産用スペースとして地域企業がシェアできる賃貸工場を建
設し、市や起業化支援センターによるマッチングを進めていく
もの。

賃貸工場150坪　月額使用料252,000/月

拠点整備
オリンピックレガシーを生かした「田
瀬湖ボート場」環境整備事業
（スポーツ振興課）

（背景）
・２０２０年の東京オリンピック日本代表の事前合宿地として内
定している。
・毎年大学や高校等の合宿地として活用されているが、宿泊
施設までの距離が遠く、合宿地としての利用が伸び悩んでい
る。

（事業の目的）国内外の代表クルーや大学、高校等の合宿所
として活用やオリンピックレガシーを生かした大会開催や合宿
誘致、更にはボートに限らずヨット、カヌーなどの体験を生かし
たアクティビティの充実を図り、近隣市町村と連携しスポーツ
ツーリズムなどを通じた観光ルート設定やイベント開催などに
よる新たな観光客の取り込みを推進

（事業概要）ヨットやカヌーなど市民のウォータースポーツに触
れ合う場の創出のため、東和B＆G海洋センター及び田瀬湖
ボート場の管理運営を行う。

（具体的な取組：H29に事業完了）
（１）　建築基準法及び消防法上の用途変更（簡易宿泊所）に
伴う改修
（２）　合宿所として機能向上に係る改修
　①エアコン設置
　②畳の表替え
　③タイルカーペット敷き
　④浴室設置
　⑤ガス給湯設備設置（既存重油ボイラー廃棄）
　⑥トイレ洋式化
　⑦洗濯室設置（既存ボイラー室のボイラーを撤去し、洗濯室
化）
　⑧取り付け道路アスファルト舗装

Ｄ
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資料２　地方創生推進交付金対象事業実績報告書（令和２年度）

指標値 目標値 単位 目標年月

⑦R2
実績値

達成率
(自動
入力）

判定
（自動
入力）

⑧達成度 ⑨実績値の達成・未達成要因 ⑩事業の評価④令和2年度事業実績№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

担当課
⑤令和2年度

事業費実績（円）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

指標①

道の駅構内での
各施設（南部杜氏
伝承館、酒匠館、
りんどう亭）での売
り上げ高

134,923 23,000 千円 R7.3.31 -65,219 -284% c

　新型コロナウイルス感染症の影
響でＧＷ中の休業要請、お盆時期
の帰省の自粛、営業時間の短縮
などにより道の駅の利用者が通常
時に比べ大きく減少したため。

指標②

道の駅構内での
各施設（南部杜氏
伝承館、酒匠館、
りんどう亭）の購
買客数

85,121 13,900 人 R7.3.31 -35,137 -253% c

　新型コロナウイルス感染症の影
響でＧＷ中の休業要請、お盆時期
の帰省の自粛、営業時間の短縮
などにより道の駅の利用者が通常
時に比べ大きく減少したため。

指標③
石鳥谷地域内の
イベント観光客入
込数

46,366 2,000 人 R7.3.31 -46,366 -2318% c
　新型コロナウイルス感染症対策
として、地域内のイベントが全て開
催中止となったため。

6 拠点整備

南部杜氏の里から日本酒文化を発
信する「いつでも行きたい」交流拠点
「道の駅石鳥谷」の形成
（石鳥谷総合支所地域振興課）

（背景）
　道の駅石鳥谷の課題として、①道の駅構内の各施設が前面
道路である国道4号の正面を向いておらず、視認性が悪いほ
か、施設間の回遊性が悪い、②駐車ますが不足しておりトイレ
が老朽化している、③インバウンドの増加や個人旅行者の増
加により、道の駅利用者のニーズが変化・多様化しているな
かで、道の駅構内の各施設がこうしたニーズに対応できてい
ないといったことが挙げられ、利用者が減少している。

（事業の目的）
　国土交通省と市が連携・協力し、①南部杜氏の里の魅力発
信と地域の憩い・交流の場の形成、②道の駅への視認性と分
かりやすい進入動線の確保、③施設機能・配置や動線等の見
直しによる利便性・回遊性の向上、④将来予測交通量に対応
した駐車場の整備・トイレ器数の確保に取り組み、施設の利
便性の向上と施設の一体的な活用を図る。

（事業概要）
・南部杜氏伝承館を曳家し、道の駅の前面道路である国道4
号に対して、道の駅構内の各施設が正面を向くようにレイアウ
トを変え、施設の回遊性を上げる。
・南部杜氏の里の魅力発信として、南部杜氏伝承館内に試
飲・販売ができるコーナーを新設するほか、多言語表記の充
実や関係機関との連携によるインバウンドの誘客の推進を図
るための改修実施設計を行う。
・地産食材を活用したレストランであるりんどう亭と地域の特
産品の販売を行う酒匠館が、道の駅の前面道路である国道4
号に対して正面を向き、かつ現在の道の駅利用者のニーズに
応じたサービスが提供を図るための改修の実施設計及び工
事を行う。

（具体的な取組）
・道の駅「石鳥谷」内の南部杜氏伝承館の曳家等工事
・酒匠館・りんどう亭大食堂の改修設計及び工事
・南部杜氏伝承館の内部展示改修設計
・南部杜氏伝承館の浄化槽の撤去
・りんどう亭の天井・クロスの張替や屋根の塗装等

石鳥谷総合支
所地域振興課

① 南部杜氏伝承館の曳家等工事・改修設計等
　曳家等工事、同工事監理業務委託、出入口工
事、展示改修設計、伝承館内の展示物搬出等
を行った。

② 酒匠館・りんどう亭大食堂改修設計等
　酒匠館・りんどう亭大食堂の新設出入口や内
部等の改修のための実施設計を行ったほか、り
んどう亭大食堂の新設出入口や内装等改修工
事を行った。

③ 外構部の支障物件撤去
　南部杜氏伝承館の浄化槽撤去を行った。

合計 169,068,900
　 ① 128,412,900
　 ②  39,391,000
 　③   1,265,000

D

（成果）
　南部杜氏伝承館の曳家による移設やその他支障
物を除去し、視認性や回遊性を向上させる施設配置
が進んだほか、りんどう亭大食堂の内装改修等を実
施し、利便性や機能性の向上が期待される。

（今後の課題）
　物産等販売を行う酒匠館の内装改修のほか、屋外
イベントにも活用できる広場や駐車場の整備を進め、
エリア全体の施設再編整備の着実な推進とリニュー
アルに相応しい運営体制を確立する必要がある。

（課題解決に必要な取り組み）
　国（国土交通省）が整備する施設もあるため、スケ
ジュールのほかエリア全体の調和も含め、国と連携
し円滑に事業を推進する。
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